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天
界
第
＋
二
進
零
墨
蕊
韓
粧
朝
髄
羅
過
越
講
翻
徊
）

天

交

語

彙

（
第
　
＋
）

海
　
老
　
恒
　
治
編

　
　
　
（
き
の
部
：
・
…
…
績
き
）

き
ん
せ
い
て
ん
近
星
図
（
℃
践
婁
§
ご
。
連
星
の
軌
道
上
に

　
全
て
相
互
の
距
離
が
最
小
の
場
所
を
云
ふ
。
（
蓮
星
を
見

　
よ
）

き
ん
ち
．
て
ん
近
地
黙
（
｝
、
鼠
α
q
6
）
。
地
球
を
廻
る
月
の
楕
圓
軌

　
道
上
に
於
て
地
球
に
最
も
近
い
黙
（
月
の
軌
道
を
見
よ
）
。

　
太
陽
の
場
合
に
も
国
樹
的
に
地
球
の
愛
郷
を
廻
る
ざ
考
へ

　
て
最
も
近
い
黙
を
近
地
黙
ε
呼
ぶ
。

馨
ん
で
ん
げ
つ
遊
歴
月
（
》
8
9
巴
凶
。
・
膏
ぞ
｛
。
巨
げ
～
。
月
が
近
日

　
黙
を
出
縛
し
て
再
び
近
日
黙
に
上
る
迄
の
日
鰍
で
二
七
日

　
＝
ご
時
一
八
分
三
三
秒
。
之
が
恒
星
月
よ
り
も
長
い
の
は

　
近
日
黙
の
順
行
運
動
に
由
る
の
で
あ
る
。

き
ん
て
ん
ぬ
ん
近
逐
年
・
諺
・
○
ヨ
巴
裟
ド
く
舞
・
）
。
太
陽
が
近

　
地
異
か
ら
再
び
近
地
黙
に
覧
る
迄
の
日
藪
或
は
地
球
が
近

　
日
黙
か
ら
近
日
黙
に
蹄
る
迄
の
日
敷
で
三
六
五
日
六
時
一

三
分
五
三
秒
。
之
が
恒
星
年
よ
り
も
長
い
の
は
近
日
黙
の

運
行
に
よ
る
の
で
あ
る
。

（
一
の
部
）

く
う
か
ん
室
間
（
ω
窓
8
）
。
カ
ン
ト
に
由
れ
ば
室
問
は
我
等

　
が
持
っ
て
る
る
認
識
作
用
の
根
本
形
式
の
一
つ
で
あ
る

　
が
、
實
際
問
題
ε
し
て
は
吾
人
は
物
質
の
存
在
に
由
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
が

　
の
み
此
の
室
間
の
興
り
を
知
る
事
が
出
　
來
る
。
之
は
相
謝

　
論
者
も
認
め
る
所
で
あ
る
。
　
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
…
幾
何
學
に
由

　
っ
て
我
等
ば
室
問
の
物
艦
の
位
…
遣
を
三
次
強
烈
器
望
B
－

　
Φ
昌
甑
。
房
）
で
表
は
す
。
天
交
學
土
に
於
て
も
室
間
の
援
り

　
は
星
の
振
り
に
由
っ
て
知
る
こ
ε
が
出
置
る
。
側
へ
ば
太

　
陽
系
の
室
間
は
海
王
星
の
距
離
迄
で
あ
り
、
我
が
銀
河
宇

　
宙
の
室
問
は
銀
河
の
最
遠
星
（
距
離
約
一
萬
光
年
）
迄
で

　
あ
る
。
そ
れ
呈
上
尚
星
雲
や
星
團
の
存
在
す
る
室
間
も
考

　
え
ら
れ
て
居
る
。

く
じ
ゃ
く
ざ
孔
雀
座
（
｝
、
婁
○
）
。
バ
イ
エ
ル
星
座
の
一
つ
で
射

　
手
座
の
遙
か
南
方
に
あ
る
。
毎
年
九
月
南
中
す
る
が
、
塁

　
灘
に
行
か
な
け
れ
ば
見
得
な
い
。
ア
星
が
二
等
べ
星
が
三

　
等
其
他
は
皆
四
等
以
下
で
あ
る
。
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く
じ
ら
ざ
鯨
座
（
∩
o
嘗
ω
）
。
ト
レ
ミ
｝
星
座
の
一
つ
で
魚
座

　
ε
牡
羊
座
の
南
に
隣
っ
て
居
る
。
毎
年
十
二
月
頃
南
中
す

　
る
。
二
等
星
一
つ
、
三
等
星
四
つ
。
牙
星
は
一
名
ミ
ラ
蓬
云

　
ひ
有
名
な
攣
光
星
で
あ
る
。
ガ
星
は
七
等
の
俘
星
を
持
つ

　
た
二
重
星
で
距
離
二
・
五
秒
で
あ
る
。

く
っ
せ
つ
ほ
ら
え
ん
き
よ
う
屈
折
望
遠
鏡
（
牢
冨
。
号
σ
q
↓
？

　
冨
8
℃
の
）
。
封
物
鏡
に
レ
ン
ズ
を
用
み
た
望
遠
鏡
で
通
俗

　
に
輩
・
に
望
』
速
算
ε
】
訴
へ
ば
之
を
山
怠
昧
～
す
る
。
ガ
リ
レ
オ
式

　
ε
ケ
プ
レ
ル
式
ε
巽
は
y
二
種
一
あ
る
謹
㎜
だ
が
今
日
は
曲
學
術
…

　
上
專
ら
ケ
プ
レ
ル
式
即
ち
接
眼
鏡
に
凸
レ
ン
ズ
を
用
み
た

　
も
の
が
用
ゐ
ら
れ
る
。
始
め
の
頃
色
清
法
が
不
明
で
あ
っ

　
た
Σ
め
無
暗
に
望
遠
鏡
の
長
さ
を
何
百
尺
ε
云
ふ
程
増
し

　
た
わ
し
π
も
の
で
あ
る
が
、
ド
ロ
ソ
ド
の
獲
明
に
由
り
色

　
溝
は
理
論
上
成
功
し
π
。
今
日
世
界
最
大
の
屈
折
鏡
は
エ

　
ル
ケ
ス
天
が
全
塁
に
あ
っ
て
口
径
四
〇
吋
・
次
は
リ
ン
ク
天
山
久

　
毫
の
三
六
吋
で
あ
る
。
（
望
遠
鏡
を
見
よ
）

グ
ッ
ド
リ
ッ
ク
（
い
の
o
o
鼻
一
三
。
）
。
聾
で
唖
の
素
人
天
交
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
者
。
十
八
世
紀
三
三
光
星
界
の
先
駆
ε
し
て
活
動
し
た
。

　
一
七
八
三
年
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
星
の
週
期
を
槻
測
決
定
し
、

　
叉
其
翌
年
琴
座
べ
星
の
攣
光
を
獲
弔
し
た
。
若
年
に
し
て

死
す
。
（
一
章
畑
甦
）

ク
ラ
ー
ク
（
屋
q
・
・
。
》
・
寓
■
Ω
Φ
葺
Φ
）
　
英
國
の
女
流
篤
藁
家
。

　
生
來
の
蒲
柳
の
質
で
唯
熱
一
6
に
書
を
護
み
、
天
交
學
を
好

　
ん
だ
結
果
「
十
九
世
紀
の
天
女
學
史
』
を
著
し
て
大
い
に
其

　
名
を
認
め
ら
れ
た
。
ジ
ル
氏
等
に
知
ら
れ
厚
く
交
は
つ
た

　
士
朔
望
峰
天
交
譲
へ
も
出
遊
し
た
が
観
測
の
見
る
べ
き
も
の

　
を
な
さ
な
か
っ
だ
9
然
し
天
膿
物
理
池
上
に
は
一
見
識
を

　
持
っ
て
居
っ
た
。
晩
年
℃
δ
窪
①
ヨ
切
ぎ
》
。
・
耳
㌣
℃
ξ
い
団
∩
。
。
・

・・

}
馨
ζ
。
。
霧
の
二
大
著
が
あ
っ
セ
。
（
烹
理
磁
）

』
ワ
リ
ス
冨
ナ
鐸
人
Q
∩
騨
芝
・
口
・
∩
7
、
貯
ぼ
の
）
Q
英
図
グ
リ
ニ
チ
天

　
丈
毫
長
兼
第
八
代
勅
任
口
書
博
士
（
在
任
期
間
一
八
入
一

　
一
九
一
〇
年
）
一
八
七
〇
年
以
來
同
韻
交
嘉
に
働
き
エ
ア

　
リ
ー
感
慨
の
指
導
を
受
け
特
に
天
艦
爲
眞
に
熱
．
心
で
あ
っ

た
。
へ
勢
八
磁
）

グ
リ
禺
楽
天
丈
毫
（
O
話
窪
鼠
9
肉
。
二
巴
○
げ
ω
ρ
＜
舞
。
蔓
）
。
天

　
交
學
及
航
海
學
の
基
本
智
識
の
詠
め
に
一
⊥
ハ
七
五
年
創
立

　
代
々
英
國
王
の
勅
任
天
交
博
士
が
毫
長
で
あ
る
。
創
立
以

　
來
の
毫
長
は
左
の
如
し
。

　
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
（
旨
歪
ρ
ヨ
し
・
門
Φ
a
）
　
　
　
　
　
　
ご
ハ
豊
⊥
ゼ
晃

　
　
ハ
レ
ー
（
国
■
団
聾
①
｝
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
乏
乃
⊥
茜
二
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ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
（
い
切
屋
包
身
）

ブ
リ
ス
（
Z
．
b
d
一
．
u
n
）

マ
ス
ケ
リ
ー
ン
（
写
と
曳
色
）
3
。
）

ポ
ン
ド
へ
旨
℃
O
⇔
画
）

エ
ァ
リ
ー
（
ρ
じ
d
．
諺
一
同
団
）

〃
リ
ス
チ
T
・
（
づ
M
。
　
｝
由
㌦
．
竃
・
　
∩
ゲ
同
一
①
二
〇
）

ダ
イ
ソ
ン
（
喝
．
芝
．
U
嵩
8
）

一
茜
一
丁
一
七
奎

一
莫
玉

一七

?
|
天
＝

ズ
＝
i
一
八
三
蕊

一八

O乱

|
天
ム

ズ
八
一
－
菟
一
〇

一
空
0
一
今
日

　
此
天
丈
毫
は
、
各
時
代
に
他
よ
り
も
牽
偉
し
て
實
二
親
測

　
を
凄
ん
だ
の
で
其
結
果
は
世
界
的
の
慣
用
を
博
し
實
に
英

　
國
天
深
重
の
精
華
・
で
あ
る
。
エ
ア
リ
ー
の
時
よ
り
し
て
新

　
大
赤
道
儀
寓
眞
鏡
、
地
磁
氣
及
氣
象
襯
測
器
械
、
天
衣
分

　
光
器
等
の
新
式
機
械
を
も
探
査
し
た
が
街
子
午
環
、
纒
緯

　
儀
等
の
基
本
機
械
も
今
日
活
用
し
て
居
る
。
又
心
際
條
約

　
に
よ
り
此
天
書
面
の
大
子
午
環
は
世
界
の
脛
度
の
原
黙
に

　
な
っ
て
み
る
。

ヴ
リ
昌
チ
不
丁
叢
論
聴
（
9
①
田
鼠
B
言
8
量
円
冨
Φ
）
。
　
英
國
グ
リ

　
ニ
チ
天
交
毫
の
大
子
午
環
（
団
貫
σ
q
の
殺
鼠
鮮
碧
Ω
「
皇
。
）
の

　
李
均
太
陽
時
を
云
ふ
。
之
は
世
界
杢
禮
の
標
準
聴
問
ご
し

　
て
多
敷
の
天
交
學
者
及
航
海
士
に
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
。
叉

　
各
國
の
標
準
時
が
多
く
此
グ
ソ
ニ
チ
時
ε
密
接
の
關
係
を

　
保
っ
て
居
・
る
。

ク
リ
プ
ト
ン
（
内
獲
麟
8
）
。
囲
化
學
原
素
の
一
つ
。
極
め
て
小

　
量
丈
け
我
地
球
の
室
氣
中
に
あ
る
。

グ
ー
ル
ド
（
剴
■
〉
・
O
o
直
一
創
）
。
南
米
コ
ル
ド
バ
天
気
塁
長
。

　
始
め
濁
逸
に
遊
び
ゲ
ッ
チ
ソ
ゲ
ソ
で
ガ
ウ
ス
に
凋
ん
だ
。

　
一
入
四
九
年
北
米
合
衆
國
に
蹄
っ
て
》
旨
8
。
邑
。
9
こ
？

　
目
昌
巴
を
創
列
し
セ
。
其
後
ダ
ツ
ド
レ
ー
天
丈
塁
長
ε
な

　
り
次
で
叉
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
に
轄
じ
た
。
　
一
八
七
〇
年
鵬
せ

　
ら
れ
て
南
米
ア
ル
ぜ
ソ
チ
ソ
の
コ
ル
ド
バ
深
交
毫
長
ど
な

　
り
十
五
年
間
其
職
に
在
っ
た
。
ケ
ー
プ
臨
交
毫
蓬
相
慮
じ

　
て
南
天
の
観
測
を
な
し
重
要
な
る
恒
星
表
を
屡
々
獲
表
し

π
。
（
爪
薙
甦
）

グ
ル
ー
ム
7
り
ツ
串
星
表
（
Ω
δ
。
ヨ
び
邑
σ
q
Φ
、
ω
6
舞
巴
。
σ
q
器
）
。

　
グ
ル
ー
ム
プ
リ
ツ
ヂ
（
ω
魯
Ω
『
O
O
B
げ
ユ
山
α
q
ゆ
）
が
ブ
ラ
ッ
ク

　
ヒ
ー
ス
　
㊧
び
爵
げ
＄
慶
）
の
天
丈
毫
で
観
測
し
だ
星
表
で

　
週
極
星
四
二
四
二
箇
を
載
せ
て
み
る
。

　
　
此
星
表
の
第
一
八
三
〇
番
星
は
毎
年
の
固
有
蓮
動
は
七

　
・
〇
三
秒
に
蓬
し
有
名
な
星
で
あ
る
。
（
光
度
六
。
五
等
）

ヴ
レ
ゴ
リ
重
壁
（
O
お
σ
q
。
旨
p
∩
巴
磐
畠
「
）
。
　
一
五
八
二
年
羅

　
馬
足
王
グ
レ
ゴ
リ
ー
十
三
世
に
由
っ
て
探
用
さ
れ
た
暦
を

　
云
ふ
。
変
れ
以
前
は
羅
馬
の
ジ
ユ
リ
ウ
ス
暦
即
ち
孕
年
を

　
三
六
五
日
と
し
四
年
に
一
度
の
閏
年
三
六
六
日
を
置
い
π

　
の
を
使
っ
て
居
っ
た
が
、
天
骨
親
測
の
結
果
日
附
蓬
太
陽
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の
位
遣
に
誤
の
あ
る
の
が
知
れ
だ
。
以
後
四
百
年
間
に
三

度
閏
年
を
厚
し
爾
日
附
は
注
令
を
以
て
一
五
八
二
年
十
月

　
四
日
の
落
日
を
同
十
月
十
五
日
ご
呼
ば
し
め
た
。
此
暦
は

　
其
後
漸
時
各
國
に
行
は
れ
る
様
に
な
つ
陀
。
我
國
で
は
明

　
治
三
十
一
年
五
月
十
一
日
附
勅
令
第
九
十
號
。

　
　
紳
武
天
皇
卸
位
紀
元
年
敷
ノ
四
ヲ
以
プ
整
理
シ
得
ベ
キ

　
　
年
ヲ
…
閏
年
ト
ス
。
但
シ
紀
一
兀
年
餅
琳
ヨ
　
リ
ム
ハ
⊥
ハ
○
ヲ
減
ジ

　
　
百
ヲ
以
プ
整
除
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
・
中
更
二
四
ヲ
以
プ
其

　
　
商
ヲ
整
除
シ
得
ザ
ル
年
2
牛
馬
ト
ス

　
に
由
っ
て
之
が
探
用
さ
れ
π
。

　
　
此
暦
法
は
太
陽
運
動
ε
正
確
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な

　
い
が
三
千
年
で
一
日
の
誤
差
を
生
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

ク
ロ
ノ
グ
ラ
7
印
時
器
（
Ω
匿
8
0
噸
署
ゴ
）
。
モ
ー
ル
ス
（
竃
㌣

　
『
・
・
Q
）
の
作
つ
だ
電
信
受
信
器
を
慮
用
し
セ
も
の
で
紙
の
上

　
に
時
刻
の
流
を
記
す
器
械
で
あ
る
。
普
通
子
午
儀
観
測
等

　
の
場
合
に
用
ゐ
、
精
度
は
百
分
の
一
秒
書
及
ん
で
み
る
。

ケ
目
ノ
メ
ー
ト
ル
（
∩
年
9
。
ヨ
Φ
鐸
）
。
コ
・
ノ
メ
ー
ト
ル
ε

　
も
、
塒
辰
儀
ε
も
云
ふ
。
正
確
な
る
時
…
間
を
計
る
だ
め
に

　
造
っ
た
時
計
に
し
て
、
特
に
外
部
の
動
揺
の
影
響
を
受
け

　
な
い
や
う
に
、
エ
ス
ケ
ー
プ
に
は
天
府
を
用
み
て
あ
る
。

　
響
く
髄
海
賦
が
船
中
で
用
ゐ
、
其
の
他
一
般
に
運
般
用
の

　
精
密
時
計
ε
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
。
今
は
瑞
西
國
ナ
ル
ダ
ソ

　
（
乞
騨
a
5
）
會
肚
製
の
も
の
が
最
興
野
品
ε
の
評
で
あ
る
。

価
ワ
ロ
ン
メ
昭
♂
ン
（
諺
・
∩
・
○
●
∩
畦
O
R
一
8
①
野
口
）
。
グ
リ
ニ
チ
天
山
久

　
毫
の
観
測
者
。
一
九
〇
九
年
ハ
レ
ー
彗
星
に
付
い
て
、
コ

　
ー
ウ
エ
ル
氏
（
∩
9
話
三
　
ε
共
に
研
究
論
交
を
獲
表
し
て

　
有
名
に
な
つ
π
。
’
一
九
一
九
年
に
は
又
ブ
ラ
ジ
ル
へ
出
張

　
し
て
B
蝕
皆
既
を
観
測
し
恒
星
の
寓
眞
を
撮
影
し
て
ア
イ

　
ソ
ス
タ
イ
ン
氏
の
相
蜀
性
原
理
の
爲
の
有
力
な
る
謹
明
を

し
た
。
（
　
生
）

く
わ
い
容
ぬ
ん
回
帳
幕
（
目
δ
旨
熱
く
Φ
9
こ
。
太
陽
が
春
分
難

　
を
濫
獲
し
て
後
再
び
春
分
黙
に
蹄
っ
て
來
る
迄
の
時
間
を

　
云
ふ
。
其
日
敷
は
三
六
五
日
五
時
四
八
分
四
六
秒
置
但
し

　
之
れ
に
は
春
分
黙
の
移
動
を
算
入
し
π
も
の
で
あ
る
か
ら

　
地
球
の
正
味
の
一
回
轄
の
長
さ
で
は
な
い
。

ぐ
わ
か
ざ
謁
架
座
（
国
0
8
壁
）
。
南
天
の
ラ
ヵ
イ
ユ
星
－
座
の
一

　
オ
リ
オ
ン
座
か
ら
五
〇
度
も
南
に
あ
っ
て
ヵ
ノ
ー
パ
ス
星

　
の
直
ぐ
西
に
あ
る
。
毎
年
二
月
ダ
方
南
中
す
。
三
等
が
一

　
つ
、
四
等
星
が
二
つ
、
其
他
皆
微
光
。
イ
星
は
有
名
な
る

　
二
重
星
。


